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ごあいさつ

東日本電信電話株式会社宮城事業部秋田支店長

窪　田　和　樹
（N［東日本一東北　取締役　秋田支店長）

東北電友会の皆様におかれましては、日頃よりNTT東日本の事業に対しまして、多大なるご支援・

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

6月19日付けで、秋田支店長として着任しました。私にとって秋田県・東北地方とも初めての勤務

地になりますので、とても新鮮に感じながら日々過ごしております。

さて、NTT東日本では昨年度大きく2つの変革を行いました。

1つは、今まで各県城で実施していた業務運営を6つのブロックに集約し、東北においても、秋田

を含めた6県域が1つとなり、「NTT東日本一東北」の発足であります。

2つ目は、業種・業態を超えた様々な事業者の方と連携して光サービスを提供するための仕組みで

今年2月より開始した「光コラボレーションモデル」の提供であります。

今年度はこの2つの変革を追い風にし、「東北はひとつ」というキーワードで、東北一体となって

東北の黒字化達成に向けて取り組んでいるところであります。

ここ秋田においても、平成26年度より地域住民を対象としたタブレット教室の開催や商店街様

向けに地域Wi－Fi化を展開してきました。特に、男鹿市国定公園（鵜の崎）へ東北初となるソーラー

自動販売機Wi－Fiを設置したことは、東北の防災対策を進めるきっかけになったと思います。

また、今年5月に秋田市で開催された東北六魂祭においても、商店街活性化施策として秋田市

中心エリアのWi－Fiマップの作成や、東北3県へのお祭りパレードのライブ映像配信を展開する

など、東北各地域へ貢献できたものと思っております。

今後も地域への貢献はもとより、東北、さらにはNTT東日本の発展に向けて努力してまいります

ので、諸先輩方にはこれまでと変わらぬご指導・ご鞭撞、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりますが、東北電友会会員皆様の益々のご健康とご発展を祈念いたしまして、ご挨拶とさ

せていただきます。
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◎
支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

秀
麗
無
比
な
る

狂
潤
吼
え
立
つ

神
秘
の
十
和
田
は

世
界
に
名
を
得
し

秋
田
支
部
長
高
橋
　
幸
雄

鳥
海
山
よ

男
鹿
半
島
よ

田
沢
と
共
に

誇
り
の
湖
水

山
水
皆
こ
れ
　
詩
の
国
秋
田

こ
の
歌
は
、
昭
和
5
年
に
「
秋
田
県
民
歌
」
と
し

て
制
定
さ
れ
た
が
自
治
体
が
制
定
し
た
県
の
歌
と
し

て
は
全
国
最
古
で
あ
る
。
全
国
に
存
在
す
る
県
民
歌

や
県
歌
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
後
生
ま
れ
だ
が
、
戦

前
に
で
き
た
秋
田
県
民
歌
は
長
野
県
の
「
信
濃
の

国
」
、
山
形
県
の
「
最
上
川
」
と
と
も
に
「
日
本
三

大
県
民
歌
」
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
3
4
年
秋
田

県
庁
新
庁
舎
記
念
と
2
年
後
に
控
え
た
秋
田
国
体
開

催
に
備
え
て
つ
く
ら
れ
た
「
県
民
の
歌
」
と
秋
田
県

で
は
2
つ
の
「
県
の
歌
」
が
あ
る
が
、
「
秋
田
県
民
歌
」

は
8
0
年
の
歳
月
を
越
え
て
今
な
お
歌
い
継
が
れ
て
い

る
こ
と
は
そ
の
こ
と
自
体
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

さ
て
、
電
友
会
組
織
が
出
来
て
か
ら
半
世
紀
、
「
仲

間
と
共
に
」
「
明
る
く
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
時

代
の
変
化
と
共
に
そ
の
活
動
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。

昨
年
7
月
秋
田
支
部
主
催
で
「
キ
ス
釣
り
大
会
」
を

行
っ
た
。
誰
で
も
が
簡
単
に
で
き
、
秋
田
で
し
か
出

来
な
い
　
「
キ
ス
釣
り
」
、
県
内
は
も
と
よ
り
東
北
の

仲
間
と
の
交
流
、
現
職
と
の
交
流
、
会
員
拡
大
を
願
っ

て
の
開
催
で
あ
っ
た
。
今
回
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る

前
に
第
2
回
日
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
参
加
を
得
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
も
の
で
あ

る。

秋
田
県
内
で
は
県
北
地
区
電
友
会
（
鹿
角
・
大
館
・

鷹
巣
・
能
代
）
県
南
地
区
電
友
会
（
湯
沢
・
横
手
・

大
曲
・
角
館
）
　
に
千
秋
ク
ラ
ブ
　
（
秋
田
・
土
崎
・
五

城
目
・
男
鹿
・
本
荘
）
　
の
3
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
の
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
各
組
織
が
実
施
し
て

い
る
余
技
作
品
展
、
忘
年
の
集
い
、
文
化
講
演
会
な

ど
の
事
業
に
地
区
を
越
え
て
相
互
交
流
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
、
旧
交
を
深
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
年
に
1
度
く
ら
い
県
内
交
流
事
業
を
開

催
し
現
役
の
社
員
も
参
加
で
き
る
内
容
の
展
開
に
よ

り
、
電
友
会
活
動
へ
の
理
解
と
、
会
員
拡
大
へ
の
足

掛
か
り
と
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
2
月
電
友
会
本
部
の
幹
部
会
に
参
加
の
機
会

が
あ
っ
た
。
参
加
し
た
各
支
部
の
活
動
状
況
の
紹
介

が
あ
っ
た
が
、
あ
る
支
部
の
取
り
組
み
で
各
年
度
の

退
職
者
を
全
員
電
友
会
の
会
員
に
し
、
1
年
間
は
会

費
無
料
に
す
る
と
い
う
取
組
を
し
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
県
単
位
で
は
全
国
最
下
位
の
会
員
数
で

あ
る
秋
田
支
部
と
し
て
真
似
て
み
る
施
策
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
東
北
地
方
本
部
の
「
心
豊
か

な
活
動
」
　
の
柱
で
あ
る
「
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
、
会

う
人
が
い
る
、
す
る
こ
と
が
あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

会
員
に
と
っ
て
楽
し
い
活
動
を
継
続
し
て
行
き
た
い

も
の
で
あ
る
。



ーN†T岳支店総務担当電話番号－ 

宮城支店 �（022）269－2020 

福島支店 �（024）531－7481 

岩手支店 �（019）625－4411 

青森支店 �（017）774－9229 

山形支店 �（023）621－9515 

秋田支店 �（018〉836－8923 

阿
T
T
か
ら
退
職
者
の
傍
聴
鴨

退
職
者
（
二
〇
年
以
上
の
勤
続
者
）
に
対
す
る

長
寿
お
祝
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

N
T
T
か
ら
次
の
と
お
り
、
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

○
喜
寿
の
お
祝
い
（
七
七
才
）
三
万
円

○
米
寿
の
お
祝
い
（
八
八
才
）
五
万
円

○
白
寿
の
お
祝
い
（
九
九
才
）
十
万
円

柱
）
年
令
は
滞
年
令
で
N
T
－
が
把
握
し
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

不
明
の
点
が
あ
れ
ば
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

長
寿
お
祝
い
金
お
よ
び
弔
慰
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は

左
記
の
機
関
が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

退
職
者
（
二
〇
年
以
上
の
勤
続
者
）
に
対
す
る

弔
慰
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

N
T
T
か
ら
次
の
と
お
り
、
香
典
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

①
本
　
人

②
配
偶
者
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◎
「
今
、
私
は
」

石
巻
電
友
会
　
山
田
　
千
秋

私
は
今
多
賀
城
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
震
災
の
前

ま
で
は
石
巻
市
南
浜
町
に
自
宅
が
あ
り
ま
し
た
。
北

上
川
の
河
口
に
架
か
る
日
和
大
橋
の
す
ぐ
近
く
で
、

家
の
前
は
広
い
緑
地
と
運
動
場
の
雲
雀
野
公
園
が
あ

り
、
そ
の
先
は
石
巻
湾
の
大
海
原
で
す
。
悠
久
の
大

河
北
上
川
の
流
れ
と
、
白
砂
青
松
の
雲
雀
海
岸
の
海
。

私
は
こ
の
川
と
、
こ
の
海
を
愛
し
、
こ
の
町
に
住
む

こ
と
を
誇
り
に
思
い
感
謝
し
て
暮
し
て
い
ま
し
た
。

現
世
の
無
常
か
運
命
の
さ
だ
め
か
、
地
震
に
誘
わ
れ

た
津
波
は
、
こ
の
川
か
ら
も
こ
の
海
か
ら
も
わ
が
町

に
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
津
波
の
引
き
去
っ
た
後

の
わ
が
家
は
、
地
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
石
の
部

分
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
木
造
の
建
物
も
家
の
中

の
家
具
・
家
財
の
一
切
も
、
全
て
が
流
失
し
て
所
在

不
明
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
一
つ
だ
け
、
庭
に

祀
っ
て
い
た
石
に
刻
ん
だ
氏
神
様
の
小
さ
な
詞
が
砂

に
埋
も
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
の
で
、
掘
り
起
こ

し
て
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
私
も
無
事
だ
っ
た
妻

も
、
家
か
ら
何
も
持
ち
出
す
こ
と
が
出
来
ず
着
の
身

着
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
と
き
に
着
い
て
い
た
衣
服

は
、
生
き
永
ら
え
た
自
分
の
命
と
一
緒
の
思
い
を
感

じ
る
の
で
、
古
く
な
っ
て
も
捨
て
な
い
で
大
事
に
仕

舞
っ
て
お
き
ま
す
。
石
巻
市
は
南
浜
町
を
災
害
危
機

区
域
に
指
定
し
ま
し
た
。
指
定
に
よ
り
建
築
基
準
法

に
基
づ
き
こ
の
地
に
住
宅
を
新
築
す
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
代
替
え
措
置
に
な
る
も

の
と
し
て
個
人
の
所
有
す
る
土
地
に
つ
い
て
、
石
巻

市
が
提
示
す
る
価
格
に
基
づ
き
個
人
か
ら
土
地
を
買

い
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
提
示
を
受

け
て
土
地
の
売
り
渡
し
に
同
意
し
、
石
巻
市
と
土
地

売
買
契
約
を
締
結
し
て
売
却
し
ま
し
た
。
平
成
2
5
年

6
月
に
多
賀
城
市
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
震
災
の
日

か
ら
数
え
る
と
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
様
の
お
宅
に

同
居
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
1
か
月
を
含
め
て
2
年
3

か
月
の
仮
設
住
宅
暮
ら
し
で
し
た
。
当
初
は
石
巻
で

生
活
の
再
建
を
す
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
年
月
が
過
ぎ
て
行
く
に
つ
れ
て
家
庭
の

事
情
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
自
分
の
老
後
の
生
活

の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
思
い

出
多
い
南
浜
町
に
戻
る
こ
と
も
適
わ
ぬ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
石
巻
を
離
れ
る
こ
と
に
決
断
し
ま
し

た
。
多
賀
城
に
は
、
私
の
次
女
夫
婦
の
家
族
の
暮
ら

す
家
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
近
く
に
建
つ
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
の
3
階
の
一
室
を
購
入
し
ま
し
た
。
石
巻
で

被
災
し
た
自
宅
の
庭
か
ら
持
ち
帰
っ
た
氏
神
様
の
洞

も
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
一
角
に
安
置
し
て
祀
っ
て
い
ま
す
。

石
巻
を
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
望

郷
の
切
な
い
思

い
か
空
し
い
人

間
の
性
か
。
テ

レ
ビ
の
天
気
予

報
の
石
巻
地
方

を
必
ず
み
る
こ

と
で
、
故
郷
の

緑
の
杵
を
確
か

め
て
い
ま
す
。

◎
3
．
1
1
あ
の
日
、
そ
し
て
今

五
ツ
橋
ク
ラ
ブ
　
若
松
　
芳
陽

M
9
・
0
岩
手
県
か
ら
茨
城
県
の
沖
の
海
底
が
、

最
大
2
0
m
動
き
、
揺
れ
は
約
6
分
間
、
最
大
震
度

7
を
観
測
2
0
1
1
年
3
月
1
1
日
午
後
2
時
4
6
分

18秒。東
日
本
大
震
災
。
あ
れ
か
ら
滞
4
年
が
過
ぎ
た
。

そ
の
後
の
被
災
地
は
ど
う
な
っ
て
ん
だ
ろ
う
か

の
思
い
か
ら
、
津
波
で
亡
く
な
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ

仲
間
の
親
友
夫
妻
の
井
戸
浜
地
区
へ
、
5
月
1
1
日

マ
イ
カ
ー
（
自
転
車
）
　
の
ペ
タ
ル
を
踏
ん
だ
。
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櫛
の
歯
が
欠
け
た
よ
う
な
沿
岸
部
の
松
林
そ
し
て

宅
地
跡
は
雑
草
に
埋
も
れ
、
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
見
え
か
く
れ
し
て
い
た
。
そ
の
片
隅
に
草
花
と
缶

ジ
ュ
ー
ス
が
供
え
ら
れ
て
い
た
の
で
手
を
合
わ
せ
た
。

振
り
返
っ
て
、
仙
台
市
長
町
方
面
を
見
る
と
マ
ン

シ
ョ
ン
等
ビ
ル
群
が
遠
く
に
見
え
た
。
津
波
の
被
災

を
受
け
た
井
戸
浜
地
区
と
そ
う
で
な
い
所
と
の
違
い
。

途
中
で
2
才
位
の
孫
娘
と
手
を
つ
な
ぎ
歩
い
て
い

た
7
0
才
ほ
ど
の
女
性
に
出
会
っ
た
。
「
こ
こ
に
私
の

家
が
あ
っ
た
ん
で
す
」
と
話
し
な
が
ら
涙
ぐ
ん
で
い

た
。
私
は
正
直
、
返
す
こ
と
ば
に
詰
ま
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
死
者
の
数
1
5
，
8
9
1

人
、
行
方
不
明
者
2
，
5
7
9
人
。

被
災
4
年
、
遅
す
ぎ
る
復
興
。

過
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
の
復
興
相
の
答
弁
は

極
め
て
消
極
的
で
あ
い
ま
い
。
政
府
の
復
興
政
策
は

風
化
の
方
向
か
？

こ
れ
で
は
自
力
再
建
に
向
か
っ
て
懸
命
に
努
力
を

続
け
て
い
る
被
災
者
の
気
力
を
失
わ
せ
る
だ
け
だ
。

被
災
者
が
求
め
て
い
る
の
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
景

気
の
お
こ
ぼ
れ
で
は
な
い
。
復
興
に
山
積
す
る
難
問

解
決
と
責
任
あ
る
支
援
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
被
災
地
・
井
戸
浜
地
区
訪
問
3
回
目
）

◎
飯
館
村
の
避
難
者
支
援
活
動

福
島
地
区
電
友
会
　
丸
山
　
秋
一

「
震
災
が
発
生
し
て
多
く
の
支
援
団
体
が
き
ま
し

た
が
、
今
で
も
継
続
し
て
来
て
い
る
の
は
B
H
N
さ

ん
だ
け
で
す
」
と
飯
館
村
の
職
員
か
ら
言
わ
れ
ま
し

た
。
当
会
（
認
定
N
P
O
法
人
B
H
N
テ
レ
コ
ム

支
援
協
議
会
）
　
は
、
飯
舘
村
の
全
村
避
難
直
後
の

2
0
1
1
年
6
月
か
ら
行
っ
て
き
た
主
な
支
援
活
動

①
主
要
な
避
難
先
の
仮
設
2
0
ヶ
所
、
新
旧
役
場
、

小
・
中
学
校
等
の
2
7
拠
点
、
2
9
ヶ
所
を
繋
ぐ
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

②
避
難
民
へ
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
や
携
帯
電
話
教
室

を
開
催
（
開
催
数
は
延
べ
1
0
0
回
超
）

③
避
難
先
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
支
援

（
1
0
自
治
会
）

④
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
I
D
付
歩
数
計

を
通
じ
た
「
歩
け
歩
け
推
進
運
動
」
の
定
着
（
継
続

利
用
者
6
0
5
名
）

⑤
認
定
N
P
O
法
人
災
害
人
道
医
療
支
援
会
の
協

力
を
得
て
医
師
と
看
護
師
派
遣
に
よ
る
健
康
相
談
会

（
累
計
9
2
日
／
8
1
2
名
）

⑥
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
会

（
累
計
9
0
日
／
7
8
9
名
）

と
い
う
こ
と
で
、
避
難
中
の
村
民
か
ら
絶
大
な
信

頼
と
期
待
を
受
け
な
が
ら
、
現
在
も
継
続
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
東
京
に
あ
る
B
H
N
の
本
部
要

員
だ
け
で
行
う
こ
と
は
無
理
な
話
で
、
現
地
で
の

様
々
な
調
整
と
と
も
に
、
医
師
・
看
護
師
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
の
サ
ポ
ー
ト
や
歩
数
計
の
発
行
・
デ
ー
タ

整
理
、
毎
回
の
健
康
相
談
デ
ー
タ
　
（
カ
ル
テ
）
　
の
整

理
な
ど
は
円
滑
な
活
動
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
福
島
地
区
電
友
会
の
会
員
4
名

が
福
島
事
務
所
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

村
民
は
、
自
力
復
興
の
ひ
た
む
き
な
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
長
く
続
く
避
難
生
活
の
た
め
心
身
の

健
康
維
持
の
問
題
は
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
最
近
は
現
避
難
先
で
の
生
活
再
建
を
優
先
す
る
若

年
層
と
、
早
期
帰
相
に
執
着
す
る
高
齢
者
層
と
に
考

え
方
も
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、
帰
村

に
向
け
て
は
新
た

な
課
題
も
山
積
み

で
す
。
B
H
N
と

し
て
は
、
村
民
の

努
力
が
報
わ
れ
る

ま
で
、
可
能
な
限

り
支
援
を
続
け
て

ゆ
く
所
存
で
す
。
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柴田基靖氏

東
北
地
方
本
部
事
務
局

◎
東
北
地
方
評
議
員
会
の
開
催

平
成
㌘
年
5
月
1
4
日
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
お

い
て
「
平
成
㌘
年
度
電
友
会
東
北
地
方
本
部
評
議
員
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
に
N
T
T
東
日
本
取
締

役
宮
城
事
業
部
長
・
東
北
復
興
推
進
室
長
の
柴
田
基
靖

様
、
総
務
部
長
小
林
誠
棟
を
お
迎
え
し
、
電
友
会
本
部

か
ら
は
副
会
長
の
八
木
橋
五
郎
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

地
方
本
部
役
員
・
評
議
員
5
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

小
野
寺
会
長
か
ら
、
来
賓
の
皆
様
へ
日
頃
の
電
友

会
活
動
へ
の
ご
支
援
の
御
礼
と
今
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
3
つ
の
柱
と
一
つ
の
課
題
を
軸
に
進
め
て

行
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

・
会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
生
き
甲
斐
支
援

・
N
T
T
グ
ル
ー
プ
へ
の
積
極
的
な
貢
献

・
震
災
の
語
り
部
を
継
続
し
て
い
く

・
そ
し
て
、
会
員
拡
大
に
努
め
て
い
く

ま
た
、
八
木
橋
副
会
長
か
ら
は
、

・
電
友
会
の
活
動
は
会
員
相
互
の
交
流
に
よ
っ
て
生

き
甲
斐
を
創
造
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
活
性

化
に
も
貢
献
し
て
い
る
大
事
な
も
の
で
あ
る
。

・
そ
の
実
態
は
支
部
、
地
区
等
の
地
域
の
皆
さ
ん
の

働
き
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

・
今
後
と
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
も
一

人
で
も
多
く
の
会
員
を
募
っ
て
、
若
い
方
々
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。
大
変
だ
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
柴
田
取
締
役
宮
城
事
業
部
長
か
ら
、

・
仙
台
で
国
際
防
災
会
議
が
あ
り
、
N
T
T
は
通
信

体
制
を
裏
で
支
え
た
。
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
終
了
し
、

ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

・
東
北
復
興
推
進
室
長
と
し
て
、
東
北
地
域
の
復
興

状
況
は
大
き
な
関
心
事
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
東
北
各
県
で
は
今
年
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
東
北
大
塊
祭
は
秋
田
が
会
場
。

こ
れ
ら
の
行
事
を
通
し
て
東
北
が
更
に
盛
り
上
が
っ

て
行
く
事
を
期
待
し
た
い
。

と
の
お
話
が
あ
り
、
最
後
に
、
日
頃
、
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ク
ル
「
東
北
マ
ー
ク
ス
」
に
多
大
の
支
援
を
い

・
第
二
号
議
案

・
第
二
号
議
案

計
監
査
報
告

・
第
三
号
議
案

・
第
四
号
議
案

∵
第
五
号
議
案

平
成
2
6
年
度
事
業
報
告

平
成
2
6
年
度
決
算
報
告
並
び
に
会

平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）

平
成
2
7
年
度
収
支
予
算
（
案
）

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
の
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
さ
か
電
友
会

白
田
評
議
員
を
議
長
に
選
び

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

以
上
の
議
案
が
高
石
事
務
局
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

全
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
地
方
副
本
部
長
に
成
田
忠
弘
さ

ん
（
青
森
支
部
）
、
地
方
理
事
に
斉
藤
政
夫
さ
ん
　
（
福

島
支
部
）
、
鈴
木
曹
さ
ん
　
（
山
形
支
部
）
　
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
支
部
並
び
に
地
区
の
役
員
と
し
て
長
期
に
亘

り
活
躍
し
退
任
さ
れ
た
5
名
の
方
、
及
び
地
域
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
2
名
の
方

に
地
方
本
部
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

・
長
期
就
任
賞

山
口
嵩
氏
（
福
島
支
部
）
、
舘
揮
義
雄
氏
（
岩
手

支
部
）
、
江
場
和
男
氏
（
山
形
支
部
）
、
清
野
和
義
氏

（
村
山
ク
ラ
ブ
）
、
白
畑
邦
彦
氏
（
酒
田
地
区
電
友
会
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

福
地
俊
一
氏
（
大
崎
ク
ラ
ブ
）
、
佐
々
木
八
洲
光

氏
（
青
森
地
区
電
友
会
）
　
　
　
（
以
上
、
組
織
順
）

評
議
員
会
終
了
後
、
N
T
T
東
日
本
宮
城
事
業
部
、

福
島
、
岩
手
、
山
形
、
秋
田
の
支
店
長
・
幹
部
の
皆

様
並
び
に
賛
助
会
社
2
0
社
の
幹
部
の
皆
様
を
お
迎
え
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し
懇
親
会
を
開
催
、
盛
況
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

2
7
年
度
事
業
計
画
の
骨
子
は
次
の
通
り
で
す
。

1
．
会
員
の
心
豊
か
な
生
活
と
生
き
甲
斐
支
援
施
策

①
会
員
に
と
っ
て
価
値
あ
る
活
動

・
文
化
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
性
化
（
サ
ー
ク

ル
助
成
は
会
員
単
金
方
式
で
実
施
）

・
働
く
機
会
の
増
大
（
生
保
試
験
監
督
者
派
遣
等
）

・
環
境
保
護
活
動

②
社
会
に
と
っ
て
価
値
あ
る
活
動

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

二
高
齢
会
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
　
（
振
り
込
め
詐
欺
被
害

防
止
の
呼
び
か
け
）

③
組
織
活
性
化
の
取
り
組
み

・
新
規
会
員
の
拡
大
（
新
規
加
入
者
へ
ク
オ
カ
ー
ド

贈
呈
等
促
進
策
の
展
開
）

・
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
（
H
P
の
活
用
等
）

2
．
N
T
T
。
N
T
T
グ
ル
ー
プ
諸
施
策
へ
の
協
力

①
電
友
会
諸
行
事
で
の
N
T
T
事
業
動
向
に
つ
い
て

の
講
演
会
等
の
実
施

②
N
T
T
C
S
R
活
動
へ
の
チ
ー
ム
N
T
T
と
し
て

の
参
加

③
N
T
T
事
業
へ
の
協
力
支
援
（
P
C
教
室
等
）

3
。
防
災
意
識
の
醸
成

①
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
活
動

②
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
（
本
部
と
連
携
し
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
現
行
維
持
等
）

◎
電
友
会
幹
部
会
議
模
様
に
つ
い
て

2
7
年
2
月
2
0
日
N
T
T
品
川
ツ
イ
ン
ズ
ビ
ル
で
全

地
方
本
部
長
、
事
務
局
長
及
び
各
地
方
か
ら
1
名
の

支
部
長
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
鈴
木

会
長
か
ら
挨
拶
（
要
旨
）
　
が
あ
り
ま
し
た
。

・
各
支
部
長
に
は
電
友
会
活
動
の
中
核
を
担
っ
て
も

ら
っ
て
お
り
感
謝
し
て
い
る
。

・
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
施
策
を
ま
と
め
例
示
し

た
。
是
非
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
今
後
に
向
け
て
何
を
や
る
か
、
も
が
き
な
が
ら
考

え
て
い
る
。
支
部
等
地
方
の
意
見
も
大
い
に
聞
か
せ

て
ほ
し
い
。

・
N
T
T
が
展
開
す
る
「
光
コ
ラ
ボ
」
を
よ
く
理
解

し
協
力
し
て
い
き
た
い
。

主
な
議
事
事
項
は
次
の
と
お
り

・
支
部
活
動
の
取
り
組
み
・
課
題
等
に
つ
い
て

各
電
友
会
で
の
活
動
を
ま
と
め
た
中
で
「
推
奨
事

例
」
「
方
向
性
確
認
事
項
」
「
課
題
」
に
分
類
し
、
こ

れ
ら
を
共
有
し
っ
つ
活
動
に
生
か
す
。

・
今
後
の
電
友
会
活
動
に
お
け
る
各
組
織
の
役
割

課
題
に
つ
い
て
、
本
部
、
地
方
、
支
部
等
の
役
割

を
議
論
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
の
あ
り
方
検
討
に
つ
い
て

従
来
の
表
彰
分
野
に
加
え
、
更
に
電
友
会
活
動
の

活
発
化
に
繋
が
る
分
野
の
表
彰
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

・
各
支
部
か
ら
の
活
動
紹
介
等

◎
支
部
長
。
事
務
局
長
会
議
の
開
催

2
7
年
3
月
3
日
N
T
T
五
橋
ビ
ル
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
が
審
議
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
2
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）
　
に
つ
い
て

②
電
友
会
幹
部
会
議
模
様
に
つ
い
て

③
サ
ー
ク
ル
助
成
金
の
使
用
状
況
等
に
つ
い
て

◎
第
一
回
地
方
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

2
7
年
4
月
2
2
日
N
T
T
五
橋
ビ
ル
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
地
方
評
議
員
会
に
付
議
さ
れ
る
議
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
叙
勲
の
ご
紹
介

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
益
々
の

ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

（
叙
位
・
叙
勲
）

瑞
宝
双
光
章

（ご氏名）

加
賀
谷
孝
三
様

長
谷
川
　
昭
様

佐
藤
　
祐
一
様

鈴
木
　
正
祐
様

佐
藤
　
隆
　
様

若
生
　
重
次
様

松
山
　
省
吾
様

池
野
　
照
雄
様

新
妻
穫
次
郎
様

（
平
成
2
7
年
2
月
～
2
7
年
5
月
ま
で
）


